
山田みやこの活動報告

令和2年2月1日(土)

河内学習センターで地域の図書館を考える学習会が開催された

活字文化議員連盟・公共図書館プロジェクトがまとめた

「公共図書館の将来」の答申を、図書館友の会 全国連絡

会の福島洋一郎氏から聞いた。

①公共図書館改革への道

2010年1月書誌情報を基本インフラと位置付け、一国

一書誌情報の改策を実施

②国立国会図書館が「日本全国書誌のあり方に関する検

討会」を設置し、情報を利用できるシステムを整備

③活字文化議員連盟が「全国書誌情報の利活用に関する

勉強会」を設置

④公共図書館プロジェクトを設置し、全国書誌情報や指

定管理者制度、民間業務委託の現状について調査した

⑤公共図書館の現状を改革の課題として、図書館職員の

劣悪な労働条件、公共図書館になじまない指定管理者

制度、障がい者の読書活動への参画

⑥公共図書館の将来ー5つの提言

・首長の指導力と住民参画による図書館運営

・個人入札への転換

・図書納入は地域書店を優先

・司書の社会的地位の確立

・新しい評価指標づくり

※知る権利を保障し、税金で運営されている地域の図書

館のあり方を考えた。


